
　

氏
は
、
大
正
５
年
９
月
18
日
、
碧
海
郡

棚
尾
村
に
生
ま
れ
、
昭
和
10
年
、
現
在
の

株
式
会
社
平
岩
鉄
工
所
（
文
化
５
年
・
１

８
０
８
年
創
業
）
に
お
い
て
家
業
に
従
事

し
、
戦
後
の
混
乱
期
に
軍
需
産
業
か
ら
平

和
産
業
へ
の
転
換
に
ご
尽
力
さ
れ
る
と
共

に
、
毛
織
用
四
幅
織
機
の
自
動
化
に
成
功
、

同
社
毛
織
機
の
名
声
を
樹
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
輸
出
の
重
要
性
を
強
く
認
識
し
、

諸
外
国
の
調
査
研
究
を
重
ね
、
18
か
国
へ

の
輸
出
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
国
内
市

場
の
シ
ェ
ア
は
80
％
以
上
を
占
め
、
そ
の

高
い
技
術
力
は
、
多
く
の
特
許
や
実
用
新

案
を
取
得
し
、
毛
織
物
業
界
並
び
に
繊
維

機
械
業
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

昭
和
16
年
９
月　

従
七
位
（
軍
功
）

昭
和
17
年
８
月　

勲
五
等
瑞
宝
章
（
軍
功
）

昭
和
52
年
３
月　

藍
綬
褒
章　

昭
和
61
年
11
月　

勲
四
等
旭
日
小
綬
章

平
成
29
年
５
月　

従
五
位

繊
維
機
械
業
界
へ
の
功
績

　

繊
維
機
械
業
界
は
、
円
高
等
の
深
刻
な

危
機
に
直
面
し
ま
し
た
が
、
昭
和
52
年
に

㈳
日
本
繊
維
機
械
協
会
副
会
長
に
就
任
後
、

政
府
な
ど
に
対
し
て
不
況
対
策
を
要
望
し
、

中
小
企
業
に
対
す
る
臨
時
措
置
法
の
適
用

に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
54
年
に
は
、
総
理
府
貿
易

会
議
専
門
委
員
に
委
嘱
さ
れ
、
政
府
の
貿

易
政
策
に
助
言
を
す
る
な
ど
、
日
本
の
繊

　
　
市
葬
の
ご
案
内

　
碧
南
市
名
誉
市
民
の
平
岩
慶
一
氏
が
、
５
月
５
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
生
前
の
ご
厚
情
を
深
謝
し
、
謹
ん
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
市
葬
を
次
の
と
お
り
執
り
行
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の

ご
会
葬
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
時　

７
月
19
日
㈬　

午
前
10
時

場
所　

碧
南
市
文
化
会
館
ホ
ー
ル

　
服
装
は
平
服
に
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
勝
手
な
が
ら
公
葬
で
す
の
で
、
御
供
花
、
御
供
物
、
御
香
典
の
儀
は
、

固
く
ご
辞
退
申
し
上
げ
ま
す
。
万
一
、
お
届
け
い
た
だ
き
ま
し
て
も
、
お
受
け
い

た
し
か
ね
ま
す
の
で
あ
し
か
ら
ず
ご
了
承
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葬
儀
委
員
長
　
碧
南
市
長
　
禰
冝
田
政
信

維
機
械
の
広
域
的
な
発
展
の
た
め
に
ご
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

愛
知
県
お
よ
び
碧
南
市
へ
の
功
績

　

昭
和
32
年
に
愛
知
県
鉄
工
連
合
会
の
結

成
と
同
時
に
副
会
長
（
後
に
会
長
）
に
就

任
、
鉄
工
業
界
の
工
作
機
械
が
戦
災
に
よ

り
壊
滅
さ
れ
た
な
か
、
軍
工
廠

し
ょ
う

保
管
の
国

有
機
械
・
工
具
の
払
下
げ
運
動
の
先
頭
に

立
ち
、
愛
知
県
に
お
け
る
機
械
工
業
の
基

礎
を
築
き
あ
げ
、
本
市
に
お
い
て
も
碧
南

市
鉄
工
会
の
設
立
会
長
と
し
て
機
械
金
属

業
の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
30
年
か
ら
碧
南
商
工
会
議

所
会
頭
に
３
期
９
年
間
就
任
し
、
そ
の
間
、

衣
浦
港
の
重
要
港
湾
指
定
に
向
け
た
活
動

の
先
頭
に
立
ち
、
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
半
田
、
刈
谷
、
西
尾
各
商
工
会

議
所
と
と
も
に
、
衣
浦
港
振
興
会
を
結
成

し
、
そ
の
中
心
的
役
割
を
果
た
さ
れ
、
現

在
、
本
市
の
財
政
基
盤
と
な
る
産
業
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
34
年
に
碧
南
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
初
代
会
長
に
就
任
し
、
社
会
奉
仕

活
動
に
ご
尽
力
さ
れ
た
ほ
か
、
文
化
振
興

で
は
、
碧
南
芸
術
文
化
振
興
会
の
設
立
に

ご
尽
力
さ
れ
、
文
化
資
産
の
保
存
、
市
民

が
文
化
芸
術
に
直
接
触
れ
る
機
会
の
創
出

を
目
的
と
し
た
藤
井
達
吉
現
代
美
術
館
の

開
館
を
後
押
し
す
る
な
ど
、
各
界
、
各
方

面
に
お
い
て
力
を
尽
く
さ
れ
、
本
市
の
発

展
に
大
き
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

問
合
せ　

秘
書
情
報
課
秘
書
係

岩  

慶
一
氏

の
功
績

碧
南
市
名
誉
市
民

故  

岩  

慶

一
氏 

を
し
の
ぶ

　　故　 岩 慶 一 氏

　　　（棚尾本町、享年102）


